
                     　ベイトソン（Bateson, G.）が唱え，家族療法に影響を与えた「ダブルバイン
ド」の説明として妥当なのはどれか。
１．両親世代の問題が子供の世代に 伝  播 される家族投影過程が，多世代にわたり生じ

でん ぱ

ることである。例えば，父親の持っている自分の母親に対する問題が，形を変え
て，子供の母親に対する問題となっていることをいう。実際の治療では家系図を
用いることもある。

２．否定的な意味を肯定的な枠組みに変えることである。例えば，「子供の問題に無
関心な父親」と不満を持つ母親に対し，「口出しせずに見守ることができている
父親」と表現を変えることで情緒的色彩を構築し直し，問題解決の糸口にする。

３．家族のサブシステム間の境界線である世代間境界が侵害されることである。例え
ば，いわゆる母子密着は夫婦サブシステムと子供サブシステムの境界が不明瞭に
なったことによって生じた事態と考えられる。

４．二者関係で，一方が言語レベルであるメッセージを発しつつ，非言語レベルでは
そのメッセージと衝突するメッセージを発することである。例えば，手をつなご
うとした子供に，母親が身をこわばらせ，子供が手を引っ込めると，「私のこと
好きじゃないの？」と母親が尋ねるような状況である。

５．症状や行動をあえてやってみるように指示することである。指示に従えば症状の
コントロールができたことになり，従わなければ症状をあきらめることになるの
で，いずれにしても症状の克服に結び付くことになる。


